
議案第１７号

令和５年度

八街市下水道事業会計補正予算（第２号）



議案第１７号

令和５年度八街市下水道事業会計補正予算（第２号）

（総則）

第１条 令和５年度八街市下水道事業会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによ

る。

（業務の予定量の補正）

第２条 令和５年度八街市下水道事業会計予算（以下「予算」という。）第２条に定めた

主な建設改良事業の金額を次のように改める。

（科 目） （既決予定額） （補正予定額） （計）

(３) 主な建設改良事業

雨水整備事業 20,889千円 0千円 20,889千円

汚水整備事業 99,932千円 18,722千円 118,654千円

（収益的収入及び支出の補正）

第３条 予算第３条に定めた収益的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。

（科 目） （既決予定額） （補正予定額） （計）

収 入

第１款 下水道事業収益 862,965千円 242千円 863,207千円

第１項 営 業 収 益 311,759千円 0千円 311,759千円

第２項 営業外収益 547,347千円 242千円 547,589千円

第３項 特 別 利 益 3,859千円 0千円 3,859千円

支 出

第１款 下水道事業費用 722,768千円 598千円 723,366千円

第１項 営 業 費 用 661,837千円 1,562千円 663,399千円

第２項 営業外費用 52,962千円 △ 964千円 51,998千円

第３項 特 別 損 失 6,969千円 0千円 6,969千円

第４項 予 備 費 1,000千円 0千円 1,000千円

（資本的収入及び支出の補正）

第４条 予算第４条本文かっこ書中「資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額

269,649千円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額10,012千円、減債積

立金143,699千円及び当年度分損益勘定留保資金115,938千円」を「資本的収入額が資本

的支出額に対し不足する額268,695千円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支

調整額10,980千円、減債積立金140,457千円及び当年度分損益勘定留保資金117,258千円」

に改め、資本的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。

（科 目） （既決予定額） （補正予定額） （計）

収 入

第１款 資本的収入 154,936千円 19,676千円 174,612千円

第１項 企 業 債 76,200千円 11,600千円 87,800千円

第２項 他会計補助金 39,626千円 0千円 39,626千円

第３項 補 助 金 36,600千円 8,076千円 44,676千円

第４項 負 担 金 2,510千円 0千円 2,510千円
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支 出

第１款 資本的支出 424,585千円 18,722千円 443,307千円

第１項 建設 改 良費 148,124千円 18,722千円 166,846千円

第２項 企業債償還金 276,461千円 0千円 276,461千円

（企業債の補正）

第５条 予算第５条の表中「公共下水道事業｜37,400」を「公共下水道事業｜49,000」に

改める。

令和５年１０月２７日 提出

八 街 市 長 北 村 新 司
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令和５年度

八街市下水道事業会計補正予算（第２号）に関する説明書
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41,176

 5. 減価償却費

1,000 0 1,000

 3. 固定資産売却損

113,075

 4. 過年度損益修正損 38 0 38

1,000

5,970 0

1

10,166

0 1,000

1,620

消費税及び地方消費税納税予定額の 2. 消費税及び地方消費税

0

令和５年度八街市下水道事業会計補正予算（第２号）実施計画書

収益的収入及び支出

収入

目

113,075

△ 964

41,176 1. 支払利息及び企業債取扱諸費

 2. 営業外費用

0

 1. その他特別利益

 3. 長期前受金戻入

 1. 受取利息及び配当金

既決予定額

（単位：千円）

 2. 雨水処理負担金

 1. 下水道使用料

 1. 営業収益

76,047

 4. 流域下水道維持管理負担金

3,793

款

 1. 営業費用

0

 6. 資産減耗費

 2. 汚水管渠費

 1. 雨水管渠費

 3. 特別利益

661,837

6,969

13,510

76,047

 2. その他特別損失 1 0

△ 964

減

863,207

 3. 総係費

長期前受金戻入の減

41

13,510 0

 4. 予備費

 3. 雑支出

0

△ 165

1,323 固定資産除却費の増

443,739 有形固定資産減価償却費の減

よる収益の増

1,562

1,727

0 3,793

項 備　　　　　考

243,815

547,347

 1. 下水道事業費用

補正予定額項款

722,768 598

66 0 66

計

243,815

303,718

255 28,018

3,859

備　　　　　考

 3. 特別損失

 4. 雑収益

 2. 営業外収益

27,763

 2. 他会計補助金 215,825 0 215,825

補正予定額

0

1,620

13,978

3,050

 2. 過年度損益修正益

0 135

41

311,759

0

0 67,809

 1. 下水道事業収益

 3. その他営業収益

△ 13 303,705

67,809

0 3,859

242 547,589

311,759

862,965 242

135

除却資産に係る繰延収益の収益化に

0

支出

計目

723,366

663,399

既決予定額

51,998

（単位：千円）

13,978 0

52,962

443,904

960 0

 1. 減損損失

9,202

960

5,970

0

 1. 予備費

6,969
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既決予定額 補正予定額 計項

0

276,461 0

27,303

 1. 建設企業債償還金

（単位：千円）

276,461

276,461 2. 企業債償還金

 3. 流域下水道建設費負担金

18,722 443,307

148,124 18,722 166,846

11,600 87,800

18,722 118,65499,932 汚水管渠等整備工事の増

2,510

424,585

 1. 建設改良費

款 目 備　　　　　考

 1. 受益者負担金

0 2,510

支出

0

 3. 補助金 36,600

 2. 他会計補助金

 1. 補助金

76,200 1. 企業債

 4. 負担金

防災・安全交付金の増

19,676

39,626 0

目

87,800

備　　　　　考

39,626

44,676

44,676

39,626

公共下水道事業債の増

既決予定額

174,612

補正予定額

39,626

計

76,200

 1. 資本的収入

 1. 建設企業債

款

154,936

（単位：千円）

2,510

 1. 資本的支出

0 27,303

276,461

 1. 雨水管渠建設改良費 20,889 0 20,889

項

36,600 8,076

 2. 汚水管渠建設改良費

0 2,510

11,600

8,076

 1. 他会計補助金

資本的収入及び支出

収入
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　無形固定資産の取得による支出

△ 105,761,000

　当年度純利益

0

239,910,000

△ 41,176,000

　準建設改良債元金償還金に係る繰延収益の収益化による雑収益

　除却資産に係る繰延収益の収益化による雑収益

　受取利息及び受取配当金

　長期前受金戻入額

△ 218,479,000

36,541,000

198,775,000

△ 276,461,000

　利息の支払額

△ 41,000

　貸倒引当金の増減額（△は減少）

　減損損失

　固定資産除却費

128,842,000

3,050,000

　固定資産売却損

△ 2,909,000

△ 58,431,000

41,176,000

8,419,000

△ 25,895,000

△ 884,000

　国庫補助金等による収入

443,739,000

△ 39,000

　過年度収益化不足額の収益化による特別利益

236,000

111,000

△ 303,705,000

△ 1,092,000

59,105,739

32,221,739

　未払金の増減額（△は減少）

　支払利息

　法定福利費引当金の増減額（△は減少）

　たな卸資産の増減額（△は増加）

　財務活動によるキャッシュ・フロー

　建設改良費等の財源に充てるための企業債の償還による支出

　建設改良費等の財源に充てるための企業債による収入

財務活動によるキャッシュ・フロー

　投資活動によるキャッシュ・フロー

　一般会計からの繰入金による収入

　未収金の増減額（△は増加）

　過年度損益修正益 △ 66,000

　減損損失資産に係る繰延収益の収益化による特別利益

　小計

　利息及び配当金の受取額 41,000

△ 26,884,000

資金期末残高

資金期首残高

資金減少額

5,970,000

令和５年度八街市下水道事業予定キャッシュ・フロー計算書

（令和５年４月１日から令和６年３月３１日まで）

（単位：円）

　賞与引当金の増減額（△は減少）

　有形固定資産の取得による支出

投資活動によるキャッシュ・フロー

　業務活動によるキャッシュ・フロー

△ 24,821,000

86,861,000

170,700,000

△ 119,898,000

業務活動によるキャッシュ・フロー

960,000

　過年度損益修正損（未収金の増減を伴うものを除く｡）

　有価証券評価差損に係る雑支出 1,420,000

36,000

　有価証券評価差益に係る雑収益 △ 987,000

　減価償却費
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11,102,547,767　　　　減価償却累計額

　　　　減価償却累計額

328,704

　　ア　土地

　　オ　工具、器具及び備品

　　　　減価償却累計額

　(１)　現金預金

　(２)　未収金

　　　貸倒引当金

29,235

△ 1,140,946

　　　資産合計

（令和６年３月３１日）

224,456

　　エ　車両運搬具

78,821,634

　　ウ　機械及び装置

12,183,239,809

72,010,858

資　　産　　の　　部

523,151,341

17,230

48,341,619

　　　有形固定資産合計

　　カ　建設仮勘定

　　　固定資産合計

　　ア　施設利用権

　(２)　無形固定資産

356,796,200

32,293,830

32,221,739

31,152,884

1,000,000

356,574,700

１　固定資産

　　イ　構築物

令和５年度八街市下水道事業予定貸借対照表

221,500　　イ　その他無形固定資産

　(３)　有価証券 8,607,000

　　　無形固定資産合計

　　　投資その他の資産合計

２　流動資産

　(４)　貯蔵品

　　　流動資産合計

（単位：円）

　(１)　有形固定資産

12,720,127,631

1,017,230

　　ア　出資金

　(３)　投資その他の資産

12,111,228,951

　　イ　その他投資

△ 1,617,579,864

86,651,616

△ 7,829,982

1,405,073

△ 1,076,369

503,100

△ 278,644

　　　　減価償却累計額

11,753,415,521
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　　　資本剰余金合計

127,676,358

　　ウ　その他

　　ア　減債積立金

　　ア　受贈財産評価額

　　イ　補助金

3,171,345,135

４　流動負債

　　ア　建設改良費等の財源に充て

6,287,833

12,183,239,809

　(１)　企業債

　(２)　未払金

　(３)　引当金

　　ア　賞与引当金

　　イ　その他引当金

　　　企業債合計

3,171,345,135

263,106,778

　　　企業債合計

14,583,647

　　イ　当年度未処分利益剰余金 419,632,729

9,030,370,703

907,569,907

286,565,467

資　　本　　の　　部

284,138,258

41,973,307

493,326,566

５　繰延収益

　(１)　長期前受金

7,778,213,202

11,233,696,595

949,543,214

414,243,341

　(４)　その他流動負債 160,000

5,252,696

６　資本金

73,693,837

　　　剰余金合計

　　　利益剰余金合計

　(２)　利益剰余金

　(１)　資本剰余金

７　剰余金

　　　流動負債合計

　　　負債資本合計

　　　固定負債合計

1,035,137

　(１)　企業債

３　固定負債

3,171,345,135

負　　債　　の　　部

　　　資本合計

1,516

　　　引当金合計

　　　収益化累計額

　　　繰延収益合計

　　　負債合計

　　　　るための企業債

263,106,778

△ 1,252,157,501

　　　　るための企業債

　　ア　建設改良費等の財源に充て
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　　るため、賞与引当金5,017千円及び法定福利費引当金924千円を取り崩すこととしている。

　　　 ・ 貯蔵品　　先入先出法による原価法

　２　固定資産の減価償却の方法

　　(１)　有形固定資産

　１　賞与引当金及び法定福利費引当金の取崩し

　　　令和５年度において、期末手当及び勤勉手当の支給並びにこれらの支給に係る法定福利費の支払をす

　　(１)　退職給付引当金

　　　　本市は退職手当組合に加入しており、一般会計との協議により追加的な費用負担は全て一般会計に

　　　おいて支出することとしているため、退職給付引当金は計上していない。

　　(２)　賞与引当金及び法定福利費引当金

　　　 ・ 減価償却の方法　　定額法による。

　　　 ・ 主な耐用年数　　　施設利用権　　　　　　　　　35年

　３　引当金の計上方法

　　　額を計上している。

　４　消費税及び地方消費税の会計処理

　　　消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっている。

Ⅱ．予定貸借対照表等

　１　企業債の償還に係る他会計の負担

Ⅲ．その他

　　　予定貸借対照表に計上されている企業債（当年度の末日の翌日から起算して１年以内に償還予定のも

　　のを含む｡）のうち他会計が負担すると見込まれる額は、394,530千円である。

　　　 ・ 減価償却の方法　　定額法による。

　　　 ・ 主な耐用年数　　　構築物　　　　　　　　　45～50年

　　　　　　　　　　　　　　機械及び装置　　　　　　10～20年

　　(２)　無形固定資産

　　　　　　　　　　　　　　車両運搬具　　　　　　　　　 4年

　　　　　　　　　　　　　　工具、器具及び備品　　　 4～ 5年

　１　たな卸資産の評価基準及び評価方法

　２　貸倒引当金の取崩し

　　　　職員の期末手当、勤勉手当の支給及び法定福利費の支払に備えるため、当年度末における支給見込

　　　額に基づき、当年度の負担に属する額（１２月から３月までの４か月分）を計上している。

　　(３)　貸倒引当金

　　　　債権の不納欠損による損失に備えるため、一般債権については、貸倒実績率等による回収不能見込

　　め、貸倒引当金808千円を取り崩すこととしている。

　　　令和５年度において、下水道使用料及び受益者負担金の不納欠損による損失が生じる見込みであるた

注記

Ⅰ．重要な会計方針に係る事項
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